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	クラス III 中間径フィラメントである GFAP は、中枢神経系の発達中にアストロサイトを他のグリア細胞と区別する細胞特異的マーカーです。組織特異性: フィブロネクチンを欠く細胞で発現します。ABCAM: 中枢神経系のアストロサイトと他の特定のアストロサイト、末梢神経節のサテライト細胞、および末梢神経の非髄鞘形成シュワン細胞で、特異的に強く発現しています。さらに、アストロサイト細胞に由来すると考えられる多くの種類の脳腫瘍でも GFAP が強く発現しています。GFAP は、水晶体上皮、肝臓のクッファー細胞、唾液腺腫瘍の一部の細胞にも見られ、赤血球でも報告されています。
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	A431（1）、SK-N-SH（2）、PC12（3）細胞溶解物に対するGFAPマウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。
	

	GFAP マウス mAb (緑) を使用した、パラフィン包埋ヒト脳葉組織の免疫蛍光分析。
	

	GFAPマウスmAbとDAB染色を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学分析

